














A comparative study of prophylactic ankle braces for deltoid ligamentous　　　　
injury in American football college power position athletes
NISHIMURA Shinobu
Summary
The purpose of this study was to compare the effectiveness of the original brace (OB)with that of other
prophylactic ankle braces against the valgus stress to induce the deltoid ligamentous (D-Lig)injury in
American football (AF)college power position athletes. Specific hypothesis was addressed whether the OB
prevented not only the D-Lia  injury but also the re-injury。
16 power position athletes. 32 ankles. belonaing to the Ｎ university AF team participated in this study. lexamined their previous history of D-Lig injury caused during AF practices or games. All ankles took theanterior-posterior view
of χ-ray with 15 kg of valgus stress at the five conditions : (1)Lace-on bi ・ace, (2)Semi-rigid orthosis
， (3) Ankle taping. (4)  OB,  and  (5) Barefoot.  After that. ｌ measured all of the talar tiltangles
 (TTA) 。
l obtained the following results. First, 9 ankles suffered D-Lig injuries and were classified as the D-Liggroup. Other 23 ankles were classified as the Normal group. Second, there were no significant differences ofTTA between each 5 conditions of the D-Lia and
Normal groups. Ne χt， TTA of the OB was significantsmaller than that of barefoot (p
＜0.05) in the Normal group. Finally,  there were no significant differences ofTTA in the D-Lig group
。
l concluded that OB would prevent the D-Lig injury in AF power position athletes. Even though there
were no significant statistical differences among the 5 conditions of the D-Lig group, 0 Ｂ tended to preventthe D-Lig re-injury because of the low
score of TTA. Therefore,  I strongly recommended that the OB wasthe most
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本研究 は,  2002 年10 月 から2003 年1 月 に実
施された。対象は，アメフト競技歴が1 年以上あ
るＮ 大学に所属するアメフト選手47 名中パワ ー
ポジションである16 名（年齢20.75 ±l.OO 歳,
ア メフ ト競 技 歴4.38 ±1.63 年，身 長178.47 ±3.
 74cm, 体重98.21 ±15.90kg ）の32 足とした。












次 に,   16名32 足のＴＴＡ のＸ 線ストレ ス撮 影
はバ1 ）紐型装具（マ タタビ社AlOl アンクルガー
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紐 型装具



















アン クル テ ーピン グ
(1.6-mch 幅, Johnson  &  Johnson 製)
ア゙ ンクルテーピング の巻き方
Anchor　3  strips at base of calf
1 strip for over  base of
5th metatarsal
Stirrup　3  strips from  medially
to laterally
Horseshoe   3  strips
Figure 8 2 strips





図1　 装 具 に つ い て
(X線写真は, 左足正面像より.外反ストレスを加えた状態)







がある。　1つめは,   Y 字型ストラップが足関節外
側より内側にかけて当てられており，それにより
オ些 ナルブ旦二区



















































を行った。その後の多重比較につい ては,  Tukey
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紐型装具　　 半硬性装具　 アンクル
テーヒIング












正 常 群 に お け る 外 反 ス ト レ ス 時 の

























素足2.58 ±2.04 度であった。捻挫群のＴＴＡ結果　　 ングの利点として, (1)足関節の安定性を向上させ
は，以 下の とおり であ っ た。紐 型 装具1.93 土　　 る,   (2)足関節における過度の関節可動域を制限す
1。92度，半 硬性 装 具1.84 ±1.56 度，ア ン クル
テーピング1.92 ±1.91 度，オリジナルブレース1.03


























し なが ら 装 着 す る こ と が 出 来 る 。 また 練 習 中 や 試
合 中で あ っ て も彼 ら 自 身 で ， 装 着 し 直 す こ と が 可
能 で あ る71几 次 に ， ア ン ク ル テ ー ピ ン グ の 場
合 ， 熟 練 し た テ ーピ ン グ の 技 術 を持 つ ア スレ テ ィ
ッ クト レ ー ナ ーが 必 要 と な り ， かつ ， そ の 場 限 り
で 一 度 し か 使 用 で き ない が ， 装 具 は 再利 用 す る こ
と が 可 能 で あ る ‰ 最 後 に ， 装 具 を 繰 り 返 し 使 用
す る こ と に よ り ， 非 常 に経 済 的 に も 優 れ て い る点
で あ る)Si几
紐 型 装 具 は ， ア ン ク ル テ ー ピ ン グ よ り 足 関 節 外
傷 ・ 障 害 予 防 だ け で な く， 再 発 防 止 に も よ り 効 果
的 で あ る と 報 告 さ れ て い る91。 し か し な が ら ， 装
着 感 に つ い て は， 必 ず し も快 適 で は な く， ま た一
定 の 圧 迫 力 が 足 関 節 に 供 給 さ れ て い る とい う 報 告
が ま だ さ れ て い な いlfi'.l?。 さ ら に ， 足 関 節 へ20
分 間 の 内 返 し 方 向 へ の力 が 与 え続 け ら れ た時 に ，
ア ン ク ル テ ーピ ン グ と 紐 型 装 具 間 に は ， 効 果 的 な
制 動 既 につ い て ， 有 意 差 が み ら れ な か っ た≒
半 硬性 装 具 に つ い て も ， 様 々 な 報 告 が 述 べ ら れ
て い る 。 半 硬 性 装 具 は， 着 用 時 の 足 関 節 内 返 し 動
作 に お い て ， 過 度 に 関節 可 動 域 を 制 限 す る だ け で
な く， 足 関 節 の 底 屈 筋 力 の 低 下 を引 き 起 こ し てい
る1(1,11 ■。 そ れ に よ り， こ の 半 硬 性 装 具 を 装 着 す る
こ と は ， 選手 の パ フ ォ ーマ ン ス を 妨 げ る 傾 向 にあ
る と 報 告 さ れ て い る に 几
本 研 究 で 使 用 さ れ た オリ ジ ナ ル ブ レ ー ス は ， 紐
型 装 具 ， 半 硬性 装 具 ， ア ン ク ル テ ーピ ン グ， 素足
の5 つ の 状 態 の 中 で ， 外 反 ス ト レ ス に対 し て 制 動
性 が 優 れ， 主 観 的 な 評 価 にお い て も装 着 感 や 安 定
性 に つ い て 高値 を示 し ， 装 着 を す る こ と に よ りパ
フ ォ ー マ ン スが 素足 と 変 わら ない こ とが 報 告 さ れ
て い る 呪 そ の オリ ジ ナ ル ブ レ ー ス を 三 角 靭 帯 と
遠 位 脛 陽 靫 帯 損 傷 の 発 生 頻 度 が 非 常 に 高 い ア メ リ
カ ン フ ッ ト ボ ー ル パ ワ ー ポ ジ シ ョ ン の 選手 達 に 装
着 さ せ ， 正 常 群 と捻 挫 群 と 分 類 し ＴＴＡ に つ い て
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